
５年 大きさが等しい分数 通 分

【ねらい】 通分の意味を知り，通分することができる。

課 ３ ４ 分母のちがう分数の大きさを比べる方法を
－と－ではどちらが大きいでし 考えてみましょう。
４ ５

≪予想される児童の反応≫
題 ょうか。 ・分母がちがうので比べられない。

・分母をそろえれば比べられる。
・小数になおせば比べられる。

既
の習
想事
起項 面積図や数直線など，多様な考えが

想起されることも考えられます。積
極的に生かすように努めましょう。

３
①－と等しい大きさの分数は， 指導上の留意点

４
自 ６ ９ １２ １５ ３０

８ １２ １６ ２０ ４０
４

力 －と等しい大きさの分数は、
５
８ １２ １６ ２０ ３２

解 １０ １５ ２０ ２５ ４０
分母が２０でそろうので，分子を比較すればよい。

４
決 だから，－ の方が大きい。 指導上の留意点

５
②２つの分数をそれぞれ小数になおせば，

３ ４
－ ＝ ３÷４ － ＝ ４÷５
４ ５

＝ ０．７５ ＝ ０．８
２つの小数を比べると，

０．７５ ＜ ０．８
だから，

３ ４ ４
－ ＜ － となるので，－の方が大きい。
４ ５ ５

１ 自分の考えを発表する。

①等しい分数を見つけ出し，その中から分母が等しい
分数に注目して，分子同士の比較をしたんだよ。分母
は２０の場合の他にもそろう場合があるよ。(40 や 60)

②これまでに学んだ小数を利用した方が，
比較がしやすいよ。

集
２ それぞれの考えのよさと疑問点について話し合う。

団 ①分数のままで比較 ②小数の計算はわかりや
できる。分母をそ すいけど，わりきれな
ろえるのは，最小 い場合もあるよね。

思 公倍数の時が最も
わかりやすい。
分母が大きくなる ※いくつかの分母がちがう分数を大きさ

考 と計算が難しい。 を変えないで共通な分母の分数にする
ことを｢通分」するという。

① 分数の分母と分子に同じ数をかけ
ても分数の大きさは等しいので，

○ ○×△
－ ＝
□ □×△

を利用して，分母が同じ数になるよ
うにして，比較すればいいんじゃな
いかな。

② 分数を前に習った小数になおして比較す
れば簡単に比較できると思うよ。

●分母が等しい時は分
子の大小で，数の大
きさが判断できるこ
とを押さえておく。

●既習事項としての小
数に気付いた児童を
賞賛して，以後の意
欲を喚起する。

●ペアやグループでの
話し合いから，全体
での話し合いに発展
させるようにする。

【引き出したい言葉】
☆最小公倍数で考えた
☆分母を最小公倍数に

合わせた。
☆分母同士をかけて考

えた。
→その分母が最適か

どうかを問う。
【ポイント】

通分するには，ふつ
うそれぞれの分母の最
小公倍数を分母とす
る。

●問題の意図を確認し
て，相手に分かりや
すく説明できるよう
に準備させる。



３ 答えの確認をする。

４
答えは－の方が大きい。

５

分母が異なる分数も，分母をそろえることで，分
数の大小の比較が簡単にできるようになります。

○ 通分についてまとめる。

ま いくつかの分母がちがう分数を，それぞれの大きさを変え
ないで，共通な分母の分数になおすことを，「通分する」と
いいます。

と
○ 適用問題に取り組む。（教科書や単元問題ライブラリーの活用)

（例１）次の分数を通分して大小を比べ，□にあてはまる等号や
不等号を書きましょう。

め ５ ３ ７ ５６ ５ ３
① ― □ ― ② ― □ ③２― □ ２―

７ ４ ６ ４８ ８ ５
（例２）（ ）の中の分数を通分しましょう。

（３つの数の通分を含む）
１ １ １ １ １ ２ ５

① ― ， ― ② ２― ，２― ③ ― ，― ，―
３ ２ ５ ３ ２ ３ ８

●問題に対するよりふ
さわしい答えとなる
よう，配慮する。

●早く終了した児童に
対して補充問題等を
準備しておき，確実
な定着を目指す。

●通分を利用すること
のよさを感得させた
い。


